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立川と語ろう立川に生きよう 
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•ジ ヨキ:/ 7 は独り聆 
耙と0だ$るのにも向 
いている n 妓らの f •怿 
は. RC 哲字皂のこと 
< 眹 a を坻ヴ。「心を 
翊ばす」絕好のシィチ 
ユエイシヨンなのであ 
ろラク々今日ちお元気 
で穹か7ジヨギン 7. 
愉しいですか9 
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★会 ィンスタントの#- tt で»人りの 
味人1.»味||に俱らされた«代 
人•無添 oiiltrs が辟 1 ¢にいいと a 
请？れ，探し求める『手作り Jftrvl 
お，4 くろの味いすこへ——•兩の 
0も龜の H t IQFW にのれんを守り 
つづける立川の®•こうじ*みそ* 
かつおぶし• X 然釀造の课い味わ 
い"滋味がジワッと広かつて m 食 
時 ft に心のふれあう手作りの眛’ 


手作りみそ•いいもんだそぅで 
すょ。自家3 C みそを作る人も增え 
つつあるとか•まつ， n ： いご飯に良 
品の蛋內 H , 本： 2® の削りたてを 
ふりかけて'こ、っじのタッブリと入 
った手作りみその一椀のみそ汁。 
日本の伝統®，なんといつても無 
添加 I 品-いただきましょぅ。 




立川クィズ 


H 頃から地域に密猗して治安を 
守る要所となる交番ですが、ズバ 
リ立川市内にいくつあるでしょぅ e 
①5②〇〇③ 12④18 
【6月号の答え〕 明治元年の 廃* 
Km で神奈川県武蔵国多摩郡に 柴 
3 と 砂 川付が入りました"明治 
26 年に三多 « 郡が来京府に編 人 さ 
れるまでのことです。答えは① 

申糊に |字 押入を 試みよ* ■ 
岡 R n B 
七転 □起 


”ミス立川 J が^生して三十年马 
if でに二九人の，美女，が誕 
生しています。本誌は立川の，歴 
代の笑女‘を称える^^企’！：さ 
せて m きましたが*なかなかぐこ当 
人，，に訪ねあたりません。 「$ DJ 新 
gj の協力で、受1¢当時の氏名 • 
住?/ r が明らかになりました。ご0 
气あるいは周辺の方でお^^た 
リの方、当置.—:®へ，ご • W を！ 
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@中村18子 
④中村 fll 子 
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© 木至#枝 
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⑨两沢好江 
® 玉并里枝 
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表紙は語る 

立川駅ビル「ウィル」9栢のビ 
H — ティ•タナカ美容室のシヨ| 
ケ—スを，李節ごとに年四本の作 
品で飾るのが*下*理 r さんだ。 

明るい色！ K でポップな感 * の作 
品は荊を通る人の足を止めさせる。 

シ nil ケ—スを飾るのに別に M 
約はない*ならば楽しいものをと 
瀬ドさんは考えている" 
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「何を作ろうかと思つている時 
が|番来しい」と3う瀬下さんの 
アィデアの多さもなみではない。 
頭に閃めくものをひとつずつ合せ 
て作品に盛り込む。不思纗と作品 
から物語りが生まれてくるのはア 
ィデアが生きているからだ。 

頒で考えたフ T ンタジ I の世界 
をそつくり作品にしてしまうのが 
瀬下さんの K 骨項と3えるだ令っ。 
もちろん現実ではありえない風 «• 
ではあるが，それだけに逆にリア 
リテイをもつて，. A る人に拆える。 

「もつと夢のあるものりた 
と H う漸下さんの秋の作品は決つ 
ているそうだ。楽しみである • 


真如苑だょり、 

ときどき • 々—ッと独い陆兔 
が差します， S がきました。 ^ 
だるい R が統きますが • ft 服 1 
法は集中力をだして仕車と取 _ 
ベ 組み，あとは体をやすめる " ゾ 
1 i 午前中 . ft 本に«だして午後 A 
がから Ktoft へ行ってみる* 

1 ■日時 7月19日 (ij 

午後2時〜4時 

は ■御本尊、 A 如宝物館を はじ！^ 
例め として映 A など盛りだくさ.: 
米ん の用意が I てございます- ^ 
以 ■立川市 E <* 人》に限らせ 4 

_ t ) R 5 it ^ 

■お申し込みは1えくてびあ 




立川•歴史のひとコマ 

命幻の城 

餘町四丁 R から 
羽衣町三 TEI の火 
葬埸にかけての高 
台に、昔♦みのわ 
城といぅ城があり， 

城^;をみのわ次郎 

といつたと fe えら 

れています。この 

塌所は立川段丘の 

突端で要害の地ですが*みのわ次 

郎がいつの時代のいかなる人物な 

のか、城がどんな形でどんな大き 

さだったのか I 切が不明です。今 

に残るの a 蓑 袷焓 などの地名と城 

の fc 說のみなのです" 

しかし、大•止の頃には土 S や石 
垣などもわずかに残つていたょぅ 
ですし•昭和三0年当時•光西寺 
が錦 »J から i してきて火秣場の 
束 W の竹薮を整地した際•城のも 
のらしい瓦や土 S ， 五の塔 • S 
石，入俾などが出土しました” 

この^台のドの「矢川の弁財天」 
はみのわ城主の守リ本移で•鬼 n 
除けとして祀られたと伝えられて 


います4多^のあゆみ J 第一0号 
にて羽衣町在住の岩間氏は、これ 
を城のX鬼門と考察、衣先門を立 
川.二中の校内と推定して»査した 
ところ，校眭内に昭和I七年頃ま 
で尺串神社という宮祠があったと 
の証一一!:を得ています U 
ところで「矢川の弁 M 天」はいつ 
しか荒れ a て'っっそ、木が生い 
繁る埃内には弁财灭様の存挨とい 
われる蛇がたくさん出没して妖気 
ただよい、たたりを S れて f こ 
こに手をつけませんでした U 
しかし何十年か前に、立川の地 
で ffi 行苦行を¥ねていたひとりの 
« : さ修行僧が、境内をきれいに整 
地。その夜ふけ、夢とうつつの間 
に怕に生ぐさい f 吹きかけ迫り 
くる大蛇が……"修行僧はこめ大蛇 
を法力で封じこめるのではなく、 
扣承の密印により.盡と和合して K 
性を浄めたということです。 

修行怕はそれから三年较けて「矢 
川の弁 W 夭 j できよらかな a 要を 
常みました。 

今でもこの弁 M 天様は倍心深い 
たくさんの人に守られているとい 
うことです。 

1立川のむかし话 j より { K * K > 


•「もう」 と-*.ムつたらいいのか 「ま 
だ j と云つたらいいのか•ともあ 
れ本誌 W 刊二固^を迎えさせて頂 
きました■吉例の「暑 中 a 舞い」 
用絵はがきが•もうじき発行にな 
ります。今年は立川の 風 «:をモチ 
丨フにした油絵、ご期待ください。 
•「ク リ—ン多 * 川 J が6 月 1日に 
行なわれ•今年は特に盛大でした。 
本誌も*/にのつて、多摩川の：薄 r « 
をさぐろうなどとヨ々ラヌコトを 
考えて おります。# 本誌 編集 a の 
山田が S いたエッセ—が•津 S 11 J 
正 種 氏のナレ—夕—で N HK • F 
M の*波にのります■「クロスオ— 
パ！ィレヴン7\0〇 i 7\13. 夜 1 1 
時からの芪栾 # 姐なので 「夜 型 J 
の人でないと噠けないかも知れま 
せん。 •ふところに 川風あふれ 
えくてびあん。 
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料理修貪に十年の崴月をかけフランスに渡って 
研薄を重ねて•立川に; S を出した*「レストラ 
ン J とせずに「ビストとしたところ 
に阐野多祐さんの•志，がある-味は 
志だ。多祐さんの、やさしい、本格 
の•味がまえ # がうれしい I 立川 
釈北□岩崎并上ビル2 F 


味〇ラ人がいる 
る当り前の世界 


S 淘 life 齑 


戥る人かいて、 

この華簏なる当り前 ( 









